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　旧 的1　 海洋付着生物 に よる船底、発電所取水ロ 、 漁網 な どへ の 被害は多大で あ

り、有機ス ズ化合 物が 用 い られて きた
。 しか し、 環境へ の 蓄積性や 内分泌撹乱作用

な どが 明 らか とな り、 H本で は事実上使用禁止 にな っ た 。 当研究所で は 、 有機ス ズ

化合物 に替わ る安全な防汚物質の 開発を冒的に研究を行 っ て きた 。

1方法お よび結果馨　 付着生物 は千種 を越 え 、 多岐に わた っ て い る が 、 最 も大 きな

被害 を与 えて い る の は フ ジ ツボ類 や ム ラサ キイガ イ等で あ る 。 当研 究所 で は 、 先ず 、

フ ジ ッ ボ の実験室内飼 育を可 能 に し 、 付着期幼生 で あ るキ プ リス 幼生 を用 い た通年

使用 可 能 な評 価系 を確立 した 。 更 に 、
ム ラ サ キ イ ガ イに関 して は 2 種類の 評価法 を

開発 した 。こ れ らの 評価法 を用い て 海洋 生 物 由来の 防汚物 質の 探索 を行 っ て きた 。

海洋 生 物 を タ
ーゲ ッ トに した の は 海洋生物 が 海水 中で 棲み 分 け を行 うの に 物質 を

用い て い る と考 え られ 、そ の 利用 に よる安全 な防汚物質の 開発が 理 に か な っ て い る

と判断 した た め で ある 。 日本近 海の みな らず 、
パ ラ オ、 ミク U ネシ ア な ど熱帯域の

生物 を広 く採集 し、
こ れまで に ！ 00 種以上 の 活性物質を単離 ・構造決定 して きた 。

それ らの 中で 、 フ ジ ッ ボ お よび イ ガ イに対 して最 も強い 活性 を示 し 、 構造的に も比

較的単純で 化学合成可能な もの は 2ゑ 6・トリブロ モ ーZ一メ チル グ ラ ミン で あっ た 。 こ

の 類縁体 を 500 種類合成 し、付着鉚制効果 と安全性 の評 価 を行い
、 実用化の た め

の 候補物質 と して 5
，
6・ジ ク ロ ロ 手 メ チル グ ラ ミ ン を選択 し、 現在 防汚塗料 な どへ の

実用化 の 検討 を行 っ て い る 。

　
一方 、 これ らの グ ラ ミ ン 系物質 が強力 な付 着鉚制効果 を示す理 由を明 らかに する

ため に 、 阻害機構の 解析 を同時 に行 っ た。 その 結果 、 グラ ミ ン 系物質と構造的 に類

似 して い る神経伝達物質 、 セ ロ トニ ン が付着誘因活性 を示 し、グ ラ ミ ン類は そ の ア

ン タ ゴ ニ ス トと して 作用 して い る もの と予想 され た 。 そ こ で 、 フ ジ ッ ボ キ プリス 幼

生 か らセ ロ トニ ン レセ プ ター遺伝子 を解析 し、 さ らに昆 虫細 胞を用 い て発現 させ た 。

この レセ プタ ー に対する グ ラ ミン 類 や合成 ア ゴ ニ ス ト、 ア ン タ ゴ ニ ス トを屠い た作

用 を調べ る と共 に 、 これ らの 合成ア ゴ ニ ス ト、 ア ン タ ゴ ニ ス トの フ ジッ ボキ プ リス

幼生 に対 す る付着 抑制
・誘 因活性を調べ た 。 こ れ らの 結果 に つ い て述 べ る 。
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